様式4
作成日　平成○○年○○月○○日
                                                            評 価 日　平成○○年○○月○○日
《目標シート》　　 児童名　　 宇都宮　花子

学校卒業後の将来の姿を想像しながら，就労等についての思いや願いを記入します。（保護者の言葉をそのまま記入します。まだ，イメージができない場合は空欄で可）





保護者の願いを受けての内容にします。





この評価は就学する年の3月に記入します。





＜保護者の願い＞　笑顔であいさつができる子になってほしい。友達との関わりがもてるようになってほしい。


＜担任の思い＞　


＜就学希望先＞　通常の学級・特別支援学級・特別支援学校(　○○○特別支援学校 )








長期目標(就学時の目標)：○○ 年後を見通した目標


生活リズムを整え，園のスケジュールに沿って生活できる。


絵カードを使って，自分の気持ちを表現できる。





評価＜課題＞


・思いどおりに行かないと大声を出したり，泣いたりする場面がある。


・製作等，うまくいかないとあきらめて課題に最後まで取り組むことができない。









































評価＜成果＞


・排泄，手洗い・歯磨き等の清潔に関する習慣も，絵カードによる指示の意味を理解して行動に移すことができるようになった。


・生活リズムも整い，遅刻・欠席もなく，園に通うことができた。


・一定の友達とブロック遊びをするようになった。


























社会参加・自立を考えたとき，どのような力を身につける必要があるかの観点から考えます。





「個別の指導計画」との関連を図ってください。





本人の興味・関心のあること，得意なことや好きなことは指導や支援の手がかりとして重要です。





＜保護者の願い＞


～将来像（未来像）～


・まわりの人たちの支援を受けながら，地域の中で生活してほしいです。できれば，物をつくるのが好きなので，何か仕事についてほしいと思います。





＜支援の方向性＞


・地域の人たちに見守られながら，買い物や公共機関を利用できるなど，社会性を身につけて，就労するために，ソーシャルスキルのトレーニングを通して，人との関わりが好きになるよう支援していく。














＜課題・気になること＞


・突然大声を上げたり，泣き出したりする。


・落ち着きがなく，じっとしているのが苦手


・ルールのある遊びは理解が難しい


・手先の作業が苦手


・言葉による指示では理解が難しい。











＜長所・できること等＞


・粘土やブロック遊びは，集中して継続して遊ぶことができる。


・笑顔が多く喜んで通園している。














現在の様子








宇都宮市

